
第１回SICフォーラムアンケート結果
ポストコロナ社会におけるイノベーションと計算社会学

参加者数 ３３名 回答者数 １２名

■アンケート結果の要約

理解度 活用度

NPS1 NPS2

経験年数 職種
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第１回SICフォーラムアンケート結果
ポストコロナ社会におけるイノベーションと計算社会学

■アンケート内容

ID

あなたのお
名前をお知
らせくださ

い。

あなたの所属
組織(企業名・
団体名）をお知
らせください。

講演全体を通して
内容が理解できた
かどうかお尋ねしま
す。

講演の内容が業務改
革（貴社のイノベー

ション活動）に活用で
きるかどうかお尋ねし

ます。

本日の講演を
友人や仕事

仲間に紹介し
てイノベー

ションに関し
て議論する可
能性はどの程

度あります
か?

「本日の講演に関して」ご意見・感想・質問が御座いましたらご記入くださ
い。

SICフォーラムを
友人や仕事仲間
に勧める可能性
はどの程度あり

ますか?

今後のシステムイノベーションセ
ンター主催のイベントに対するご
意見・ご要望が御座いましたらご
記入ください。分野、テーマ　講師

名など。

あなたの社会人と
なってからの年数を
教えてください。

あなたの所属企業
における職種につい
てお答えください。

1 非公開 非公開 よく理解できた 少し活用できる 8
抽象的な内容の講演だったので理解できない参加者が多かったのではない
でしょうか？

5 ２０年以上 基礎研究・技術研究

2 非公開 非公開 少し理解できた 少し活用できる 8 8 ５年未満 基礎研究・技術研究

3 非公開 非公開 かなり理解できた 少し活用できる 3 3 ２０年以上 基礎研究・技術研究

4 非公開 非公開 かなり理解できた 少し活用できる 7

現在、サーキュラエコノミ（CE）が改めて話題となっており、その社会システム
（ループ構造）の確立やループの価値増大などに関心が集まっていると思い
ます。ループの中のパラメータを少しいじるだけで全体に大きな影響を及ぼ
す趣旨の話があり、CEの可能性と失敗リスクとを、両方を感じました。

10

イベント類の告知文・告知メッセージ
を、さらにブラッシュアップいただけると
助かります。
（一つの目標は、ネットビジネスをする
方々のレベル。）

２０年以上 経営・事務企画

5 非公開 非公開 よく理解できた
活用できるかは分からな

い
8

いつもながら素晴らしい講師をお招き頂きました。論理明晰でとても分かりや
すかったです。
現代社会をどこから積み上げ直していかないかについては衆目の一致する
ところだろうと思います。本日の資料で言えば「幸福なサステナブルな社会の
ためのOODAループ」をどう作り上げていくか、その具体的な方法と展望につ
いて遠藤先生のご著書から更に学びたいと思いました。

8 ２０年以上

6 非公開 非公開 少し理解できた
活用できるかは分からな

い
5

イノベーションを起こせない日本は、国民性(変化を嫌う)に起因するとのイ
メージがより強くなった。過去を見ても、外圧と重大災害以外でそれを成し遂
げていない。
”システム化”がどのような形で成されるのか、皆目見当もつかずですが、そ
の光明を見てみたいと感じました。

5 ２０年以上 商品企画・開発

7 非公開 非公開 少し理解できた
活用できるかは分からな

い
5

理系です。ボリューム多い。
前半はなんとなくでも理解はできました。

後半は提言につなげるための予備情報と思いますが、
結論（提言、提案）が先にあっての説明の方がよかったと思った。

結果、話についていくだけで、理解半分の印象です。

(階層（ミクロ⇒最後はグローバルに）ごとに、横との連携して、段階踏んでイ
ノベーションに迎う？）

5 ２０年以上 技術開発・設計業務
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ID

あなたのお
名前をお知
らせくださ

い。

あなたの所属
組織(企業名・
団体名）をお知
らせください。

講演全体を通して
内容が理解できた
かどうかお尋ねしま
す。

講演の内容が業務改
革（貴社のイノベー

ション活動）に活用で
きるかどうかお尋ねし

ます。

本日の講演を
友人や仕事

仲間に紹介し
てイノベー

ションに関し
て議論する可
能性はどの程

度あります
か?

「本日の講演に関して」ご意見・感想・質問が御座いましたらご記入くださ
い。

SICフォーラムを
友人や仕事仲間
に勧める可能性
はどの程度あり

ますか?

今後のシステムイノベーションセ
ンター主催のイベントに対するご
意見・ご要望が御座いましたらご
記入ください。分野、テーマ　講師

名など。

あなたの社会人と
なってからの年数を
教えてください。

あなたの所属企業
における職種につい
てお答えください。

8 非公開 非公開 かなり理解できた 少し活用できる 5
計算社会科学の視点による社会事象の例は興味深く拝聴いたしました。個社のイノ
ベーション活動との繋がりが解るとより実践的になると思いました。

5

もしSIC会員企業の皆様がご興味を持
たれているのであれば、近年、話題に
なっているSTEAM教育も、教育におけ
る文理融合ですのでよろしいかと思い

ます。

２０年以上 経営・事務企画

9 非公開 非公開 少し理解できた
活用できるかは分からな

い
5

広い領域の講義、また個人レベルですぐにできる内容でもないため、すぐに活用でき
るかは不明ですが、討議ができる環境整備については非常に共感できました。
御用学者とメディアの意見しか通らない日本の政治において、企業や団体がもっと本
音で政策について話せるようになればより良くなると思いました。
第二次世界大戦後、日本のリノベーション力を恐れたGHQは日本人の勉強する姿勢
や精神力を奪う施策を実施してきました（焚書、プレスコード、修身教育の廃止）。そ
の後も、派遣法の導入など日本人の底力を削ぐような政策が外国からの要望であり
ます。情報が重要な時代に、日本は諜報組織を持っていません。他国は、諜報組織
（MI6やCAI）を使って、サイバー空間で戦争をしています。そこには当然、陰謀うごめ
くやり取りがあって然るべきであるのに、日本人は「陰謀論」でレッテルを張ってまとも
な議論ができません。情報の重要性を理解し、再び日本が世界に誇れる日が来るよ
うに精進していきたいと思っています。

5 ５年～１０年 技術開発・設計業務

10 非公開 非公開 よく理解できた かなり活用できる 9

「機械時計の発明により世界の運行が人工化された」というお考えには感銘
しました。
時間自体はそこにあることでしか無い訳ですが、定義を与えることにより人
がそれに縛られて動いている。
技術の発達は、これまで行われてこなかったレベルで「世界を運行」するよう
になっている。
年→月→日→時間→分→秒→ミリ秒→マイクロ秒→ナノ秒→ピコ秒というよ
うに。
VUCAと言われて久しいですが、分解能を１つづつ挙げていくと
１→x12→x30→x24→x60→x60→x1000→x1000→x1000→x1000
のように事象の数が増加していく、観察→認知→理解にかけられる時間は分
解能が上がるたびに
短くなっていく、当然把握しきれなくなりVUCAと言われてもおかしくなくなりま
す。
事象を刹那的に捉えてもとらえきれず、それがモデル化されてシステムとし
て表現できると
事象を理解する必要がなくなります。
システムとはそういうアプローチでもあるのだということを考えることができま
した。
人は時間を「制御」しているかもしれないが、一方それに縛られて活動してい
るのだと考える
と新たな気づきを得られると考えました。
他にもいくつも気づきを頂き有難うございました。

9 ２０年以上 商品企画・開発
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ID

あなたのお
名前をお知
らせくださ

い。

あなたの所属
組織(企業名・
団体名）をお知
らせください。

講演全体を通して
内容が理解できた
かどうかお尋ねしま
す。

講演の内容が業務改
革（貴社のイノベー

ション活動）に活用で
きるかどうかお尋ねし

ます。

本日の講演を
友人や仕事

仲間に紹介し
てイノベー

ションに関し
て議論する可
能性はどの程

度あります
か?

「本日の講演に関して」ご意見・感想・質問が御座いましたらご記入くださ
い。

SICフォーラムを
友人や仕事仲間
に勧める可能性
はどの程度あり

ますか?

今後のシステムイノベーションセ
ンター主催のイベントに対するご
意見・ご要望が御座いましたらご
記入ください。分野、テーマ　講師

名など。

あなたの社会人と
なってからの年数を
教えてください。

あなたの所属企業
における職種につい
てお答えください。

11 非公開 非公開 少し理解できた
活用できるかは分からな

い
6

まず、貴重な講演に参加させていただき、ありがとうございました。
なぜ日本がこのような状況になって、進歩していないように思ってしまうの
か、分かりました。
そのうえで、わからなかったことと感じたことを書かせていただきます。

・具体的にどのレベルまでの行動のとりまとめをするのか、わからなかった。
・提案だけして、実行は別の組織が行うのか？がわからなかった。
・また、実行にあたり、日本に根付いている風土に対する課題提案～解決構
想が無かったので、結局どうやったら実行され、うまくいくのか？　そこが最
大のききたいポイントだったが、無かった印象。
　　→できないならやればいいのではないか？という論調であったと認識し
た。
　　　そのため、なぜできていないのか？の要因分析がないので、結局未来
は変わらないと思ってしまいました。申し訳ありません。
　　　危機感を持った誰かが、実行してくれるのを待つのがこの団体の目指
す姿ではないですよね？

3 １０年～１５年 技術開発・設計業務

12
理解できないところが

多かった
活用できるかは分からな

い
1

マインドセットではなく、具体的仕組み作りに関する有効な手立てをご教示い
ただきたかった。

0

SICという団体の立ち位置、目指す
方向、それらに対する講演の位置
づけ、を明確に示してほしい。

１５年～２０年 技術開発・設計業務
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